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ふるさとの
 文化財探訪

第74回

馬
貞
近
畿
地
方
へ
の
旅
（
中
）

文
化
財
専
門
員
　
竹
　
野
　
孝
一
郎

九重町長　日野 康志
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とびらをあけて

町 長コラム

え
な
み
し
ゃ
ら

ふ
う
く
ん
し
ゃ　

  

ふ

い
ぜ
ん

ふ
う
ち
く

お
と
こ
や
ま

　
　

堺
〜
山
城
・
近
江
へ

　

長
野
馬
貞
は
、
榎
並
舎
羅

に
案
内
さ
れ
て
風
薫
舎
（
芙

雀
亭
）
を
訪
ね
、
芙
雀
・
舎

羅
と
丁
度
四
国
行
脚
か
ら

帰
っ
て
き
た
惟
然
と
と
も

に
、
諷
竹
の
追
悼
を
し
て
い

ま
す
。
諷
竹
は
通
称
を
伏
見

屋
久
右
衛
門
と
い
い
、
大
坂
道
修
町
で
薬
種
商

を
営
み
、
大
坂
蕉
門
の
有
力
者
で
し
た
。

　

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
歿
と
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
歿
の
二
説
あ
り
ま
す
が
、
馬
貞

等
が
宝
永
五
年
に
追
悼
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

宝
永
五
年
が
正
し
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
馬
貞
は
堺
を
あ
と
に
し
て
、
山
城

国
へ
と
旅
立
ち
、
男
山
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都

府
八
幡
市
）
に
詣
で
て

　

山
ざ
く
ら
　
か
け
奉
る
絵
馬
か
な

の
一
句
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
男
山
は
現
在
も

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
で
す
。

　

京
都
で
は
、
伊
勢
の
凉
菟
、
尾
張
の
露
川

に
、
旅
亭
の
扉
を
た
た
か
れ
て
、
そ
の
国
（
豊

後
）
の
人
な
ら
ば
、
朝
日
長
者
の
話
を
聞
か
せ

て
よ
と
頼
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
旅
の
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
馬
貞
の
選

集
『
俳
諧
七
異
跡
集
』
に
、
凉
菟
が
四
句
、
露

川
が
三
句
入
集
し
て
い
ま
す
。

　

近
江
で
は
、
義
仲
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）
境

内
に
あ
る
松
尾
芭
蕉
の
墓
に
詣
て
い
ま
す
。
義

仲
寺
は
、「
木
曽
義
仲
御
墓
所
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

芭
蕉
は
こ
の
寺
と
湖
南
の
ひ
と
び
と
を
愛

し
、
た
び
た
び
滞
在
し
て
無
名
庵
で
句
会
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
坂
で
亡
く
な
っ
た

芭
蕉
で
す
が
、「
骸
は
木
曽
塚
に
送
る
べ
し
」
と

の
遺
志
に
よ
っ
て
木
曽
義
仲
の
塚
の
横
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

　
芭
蕉
の
墓
に
詣
で
て
詠
ん
だ
馬
貞
の
句
で
す
。

　

湖
の
畔
に
膝
折
る
蛙
か
な

　

琵
琶
湖
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
義
仲
寺
で
、
膝

を
折
っ
て
墓
前
で
祈
る
自
分
の
姿
が
、
カ
エ
ル

が
座
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
有
名
な
芭
蕉
の
句
で
あ
る
「
古
池

や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」
の
句
を
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
洒
堂
を
訪
ね
、
発
句
に
脇
を
つ
い
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
花
に
友
　
い
は
ゞ
語
ら
ば
勢
田
蜆
　
馬
貞

　
か
す
ん
だ
山
が
窓
の
八
景
　
　
　
洒
堂

　

琵
琶
湖
の
固
有
種
で
あ
る
「
瀬
田
蜆
」
は
、

冬
場
に
旬
を
迎
え
る
種
の
し
じ
み
で
「
寒
し
じ

み
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
勢
田
蜆
は
こ
の

頃
か
ら
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

洒
堂
は
名
を
道
夕
、
そ
の
居
を
洒
落
堂
、
略

し
て
洒
堂
と
称
し
て
い
ま
す
。
浜
田
氏
。
近
江

膳
所
の
ひ
と
で
、
医
を
業
と
し
て
い
ま
し
た

（
『
俳
諧
人
名
事
典
』
）。

　
三
井
寺
で
は
、

　

鐘
の
音
や
　
今
日
ま
で
は
三
井
の
花

の
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
「
三
井
の

晩
鐘
」
は
、
近
江
八
景
の
一
つ
で
、
そ
の
音
の

良
さ
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

り
ょ
う
と

ろ
せ
ん

ぎ
ち
ゅ
う
じ

か
ら

し
ゃ
ど
う

せ
た
し
じ
み

ぜ 

ぜ

松尾芭蕉の墓

じ
ゃ
く

　緊急事態宣言も全国で解除し、経済対策にシフ
トを置きつつある中、今なお感染症で陽性反応が
出ている地域もあり、新型コロナウイルスの脅威
は、まだまだ予断を許さない状況です。「新しい
生活様式」も示され、これを守りながらコロナと
付き合っていかなければなりません。また、第二
波、第三波がいつ起こるかわからない状況でもあ
りますので、皆さんと情報を共有しながら安全対
策を継続して推進してまいります。
　また、経済対策においても商工会や観光協会と
連携し、議会の承認をいただいて、第一弾、第二

弾と対策を講じてきました。経済は、一度落ち込
むと這い上がるまで長い時間を要しますので、今
後もタイムリーにスピードを持って実施しなけれ
ばなりません。第三弾は、今定例会で補正予算を
提案しています。議員の皆さんと、知恵を絞りな
がら、今後もより有効な対策を講じてまいりま
す。
　住民の皆さん、商工事業者の皆さん、人口減少
で経済が縮小し、追い打ちを掛けるように新型コ
ロナで厳しい状況に拍車を掛けられ、この先どう
なるのか誰もが不安に掻き立てられていますが、
今こそ住民や行政や政治が一致団結し、厳しい状
況の時こそ手を携え、共存共栄の精神でピンチを
チャンスに変えようではありませんか。
　元気を出して一緒に頑張り
ましょう。
　明るい未来を創るために。
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人権

No.287心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

６月のハート降る♥ここのえ

ほ
ほ
え
ま
し
い
　
朝

　
（
そ
の
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
登

校
時
に
は
、
児
童
玄
関
で
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
の
後
に
、
検
温
の

結
果
を
伝
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
２
週
間
遅
れ
で
入
学
し
た
１
年
生
に

と
っ
て
は
ま
だ
馴
染
み
の
な
い
こ
と
。
手
を
繋
い
で

登
校
し
て
き
た
兄
弟
。『
な
に
を
い
う
ん
だ
っ

け
？
』『
何
度
だ
っ
た
か
な
？
』
と
困
っ
た
表
情
の

１
年
生
。
す
る
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
、
耳
元
で
囁
い

て
教
え
て
い
ま
し
た
。
困
っ
た
弟
を
助
け
よ
う
と
す

る
お
姉
ち
ゃ
ん
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
朝
で
し
た
。

弟
の
体
温
を
覚
え
て
き
て
い
た
こ
と
に
も
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
ん
な
光
景
も
・
・
・
。

　
児
童
玄
関
で
、
小
さ
く
折
り
た
た
ん
だ
紙
を
渡
し

て
く
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
。
忘
れ
る
と
困
る
の
で
、
自

分
で
体
温
を
メ
モ
し
た
と
の
こ
と
。
横
を
見
る
と
、

１
年
生
の
妹
も
同
じ
よ
う
に
、
体
温
を
書
い
た
紙
を

持
っ
て
い
ま
す
。

「
お
姉
ち
ゃ
ん
が
書
い
て
く
れ
た
。」

と
、
開
い
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
保
護
者
も
連
絡

帳
に
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
児
童
玄

関
に
は
、
妹
思
い
の
小
さ
な
保
護
者
が
い
ま
し
た
。

　
（
そ
の
２
）

　
最
近
で
は
、
殆
ど
の
子
ど
も
が
手
作
り
マ
ス
ク
を

つ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
姿
か
ら
、
保
護
者
の
方
の
愛
情
や
不
安
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
。」

「
お
母
さ
ん
の
友
だ
ち
が
く
れ
た
。」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
一
日

中
、
マ
ス
ク
を
つ
け
て
過
ご
す
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
の

か
か
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
素
敵

な
柄
に
ほ
ん
の
少
し
の
楽
し
み
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
、
マ
ス
ク
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
に
も

な
っ
て
い
る
く
ら
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
す
。

で
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
違
う
の
は
、
そ
こ
に
互
い

の
人
権
や
命
を
守
る
と
い
う
一
番
大
事
な
こ
と
が
付

加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

　
あ
る
日
、
一
人
の
子
ど
も
が
、
学
級
の
み
ん
な
の

友
だ
ち
に
、
素
敵
な
模
様
の
折
り
紙
で
作
っ
た
マ
ス

ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。
耳
に
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
ゴ
ム
も
つ
け
て
あ
り
ま
し
た
。
手
作
り
を

し
て
身
近
な
人
に
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
を
親
の
姿
か

ら
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
ほ
ほ
え
ま
し
い
朝
で
し
た
。　
　
　
　
　
匿
名

「やさしさに　つつまれそだつ

　　　　やさしいこころ」

りんしょうじゅく

いくさ

かいたい

しょうしぼうゆう

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児
童福祉週間」と定め、子どもの健やかな成長、子ど
もや家庭を取り巻く環境について、国民全体で考え
ることを目的として、様々な事業が行われており、
その事業の中で、厚生労働省は児童福祉週間の標語
を募集し、このほど2,829作品の中から、北澤佳奈
さんの作品が最優秀作品に選ばれました。

　最近、本で読んだところ、私たちは母親から大き
な10の恩を受けているそうです。一つには懐胎守
護といって、おなかの中で十月十日の間、ずっと
守ってくれるということです。胎児の骨や歯を造る
ため、カルシウムを血液から分け与え、それでも足
りなくなると自分の骨を解かしてカルシウムを運び
ます。酸っぱいものが食べたくなったりするのはそ
のためです。重病のようになりながら、それでも子
どもの成長を願うのです。２つ目に臨生受苦といっ
て、生むに臨んで大変な苦しみを受けるということ
です。出産の苦しみです。陣痛と言いますが、まさ
に戦と同じく命をかけて産んでくれるのです。３つ
目に生子忘憂といって、生まれたわが子をみた瞬
間、これまでの憂いや苦しみをすべて忘れて、喜ん
でくれるということです。10はすべてご紹介でき
ませんが、私たちはみんなこれらの恩を受けて現在
があります。しかし、それが記憶にありませんし、
忘れていることの方が多いようです。「やさしさに
つつまれそだつ」のは、生まれてからだけではあり
ません。「やさしいこころ」はおなかの中でも育ま
れているはずです。ご出産をひかえたお母さん、ど
うか心身をご自愛ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課

令和 2年度「児童福祉週間」の標語が決定。

北 澤 佳 奈 さん（13歳　和歌山県）
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●児童書・コミック
はなかっぱのだいぼうけん　　　　　　　あきやまただし
はなかっぱとグチャットン　　　　　　　あきやまだたし
あたまとんとんたたいたら　　　　　　　　中川ひろたか
おやくそくえほん　はじめての「よのなかルールブック」　高濱正伸・監修
銭天堂　ふしぎ駄菓子屋　13　　　　　　　　  廣嶋玲子
自転車交通ルールを学ぼう！　自転車活用推進本部・監修
ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ96巻　　　　　　　　　　 尾田栄一郎
銀の匙vol，15（最終巻）　　　　　　　　　　　荒川弘
学研原色ワイド図鑑10巻セット
第66回青少年読書感想文課題図書（小学１年生～高校生）　その他多数
●一般図書
うちの旦那が甘ちゃんで（シリーズ⑦）（文庫）　神楽坂淳
江戸湊の軛（口入屋シリーズ46）（文庫）　　　　鈴木英治
合唱　岬洋介の帰還　　　　　　　　　　　　　中山七里
わかれ縁　　　　　　　　　　　　　　　　　　西條奈加
クスノキの番人　　　　　　　　　　　　　　　東野圭吾
窓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小手鞠るい
はじめて読む源氏物語　　　　　　　　　　　　藤原克己
ペスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カミュ
に・ほ・ん・も・の　　　　　　　　　　中田英寿・監修

身近な鳥のすごい食生活　　　　　　　　　　　唐沢孝一
バカの国　　　　　　　　　　　　　　　　　　百田尚樹
馬鹿ブス貧乏で生きるしかないあなたに愛をこめて書いたので読んでください。　藤森かよこ
僕の姉ちゃん　続　　　　　　　　　　　　　　益田ミリ
植物のかしこい生き方　　　　　　　　　　　　　田中修
老いる勇気　　　　　　　　　　　　　　　　　岸見一郎
曽野綾子さんに学ぶ人生後半の潔い生き方　　　曽野綾子
歴史とは靴である　　　　　　　　　　　　　　磯田道史
人を傷つける話し方ほっとさせる話し方　　　　渋谷昌三
地球に住めなくなる日　デイビッド・ウォレス・ウェルズ
まずは塩しましょう。　　　　　　　　　　ワタナベマキ
女は好きなことを仕事にする　　　　　　　　　大原真樹
型紙いらずの着物リメイク 1枚の着物で大人服＆子ども服　松下純子
鬼滅の刃最終研究　　　　　　　　　鬼滅最終研究調査隊
毎日使えるバッグ＆インテリアこもの　　　　　藤岡幸子
開運健康術　　　　　　　　　　　　　　　　　江原啓之
教養としてのロンドン・ナショナル・ギャラリー　 木村泰司
神々が宿る絶景１００　　　　　　　　　　　　三浦佑之
ナオキマンのヤバい日本の秘密　ｎａｏｋｉｍａｎ　ｓｈｏｗ
ウイルスに負けない免疫力を鍛える！　新型コロナウイルスにも負けない！
とっておき大分のんびり日帰り旅　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～「本があること」「本を読む時間があること」が当たり前として続いていきますように～

ほんの森６月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●「おはなし会」は毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００です。
　６月のボランティアグループは「プチとまと」さんでした。
　７月は７月11日の予定です。ボランティアグループは「チームそらまめくん」の
　皆さんになります。皆さんと会えるのを楽しみにしています。
●県立図書館「専用の棚」の貸出しは６月末頃までになります。
　３か月ごとに500冊の本を県立図書館から借りては入れ替える「専用の棚」があります。
　九重町図書館とは違う、幅広いジャンルの実用書と充実の文芸書（小説やエッセイなど）を求めて来られ
る人気の棚ですが、今回、コロナ休館の関係で借り受け期間が短くなります。ご迷惑おかけしますがご了
承ください。次回の入れ替えは７/13の予定です。

お
知
ら
せ

『図書館、再開しています！』
　新型コロナウイルス関係で閉館が続き、皆さまには大変ご不便をおかけしました。図書館は５月12
日（火）より、通常の利用時間で「貸出」「返却」などの業務を再開しています。全国的に新型コロナ
の症例は減少していますが、まだ油断ができません・・・ということで、当館としても、引き続き感染
リスクを下げる対策に取り組みながら、皆さまの日々の暮らしを潤す本をお届けしてまいります。
　現在、図書館をご利用される皆さまへ次のお願いをしています。誰もが、安心して利用できる場であ
り続けるために、どうかご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

1

4

2

5

3入館前に手の消毒（出入口にあ
ります）とマスクの着用をお願
いします。

換気のため、天候、気温にかかわ
らず、開館中はドアを開放してい
ます。

机はイスの数を減らして利用し
ていただいています。 発熱・咳などの

症状のある方は
ご利用をお控え
ください。

飛沫予防にカウンターにビニー
ルシートを貼っています。
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■
と　
き　
７
月
20
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

　
【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
７
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
■
と　
き　
７
月
２
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
３
階
会
議
室

■
内　
容

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き　
７
月
10
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
３
階
会
議
室

■
内　
容

相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重
債
務
問
題

や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要
（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
き
こ
え
や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ

ま
の
育
児
や
生
活
、
教
育
、
福
祉
や
医
療

な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
と　
き　
８
月
19
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
個
別
相
談
の
た
め
、
時
間
は
申
込
後
に

決
定
し
ま
す

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
役
場
３
０
１
会
議
室

■
相
談
対
象　
０
歳
〜
18
歳
ま
で
の
お
子

さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

■
申
込
期
限　
７
月
22
日
㈬

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

大
分
県
立
聾
学
校
（
☎
０
９
７‐

５
４

３‐

２
０
４
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
７‐

５
４
６‐

２
１
１
１
）

　
県
が
大
分
市
内
に
設
置
し
た
「
Ｏ
Ｉ
Ｔ

Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
会
員
制
に
よ
る
１
対
１
の

お
見
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
上
旬
よ
り
県
内
６
ヵ
所
で
「
出
張

え
ん
む
す
部
（
予
約
制
）
」
を
開
催
し
、

お
住
い
の
近
く
で
会
員
登
録
や
お
相
手
検

索
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象
者　
20
歳
以
上
概
ね
40
歳
代
ま
で

の
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
で
、
大

分
県
内
に
お
住
い
の
方
な
ど

■
入
会
登
録
料　
１
万
円
／
２
年

■
開
催
市
町
村
（
初
回
開
催
日
）

　
日
田
市
：
７
月
26
日
、
中
津
市
：
８
月

23
日
、
宇
佐
市
：
７
月
５
日
、
日
出

町
：
７
月
12
日
、
佐
伯
市
：
７
月
19

日
、
豊
後
大
野
市
：
８
月
２
日

※

初
回
以
降
、
ひ
と
月
に
１
回
程
度
開
催

さ
れ
ま
す
。
最
新
の
日
程
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す

部　
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

各
種
相
談

お
知
ら
せ

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

障
が
い
巡
回
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
出
張
え
ん
む
す
部
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
開
催

等
に
つ
い
て
は
事
前
に
主
催
者
に
ご
確
認
し

て
い
た
だ
く
等
お
願
い
し
ま
す
。



広報ここのえ　2020.６月号19

●　暮らしの情報

（
☎
０
９
７‐

５
７
８‐

７
７
７
７
）

　
放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　
個
別
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

ま
た
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
８
月
16
日
㈰
、
９
月
６
日
㈰

■
出
願
期
間

【
第
１
回
】
８
月
31
日
㈪

【
第
２
回
】
９
月
15
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
７‐

６
７‐

１
１
９
１
）

【
研
究
員
（
食
品
）
】

■
採
用
予
定
者
数　
１
名

■
受
付
期
間　
８
月
５
日
㈬
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
６
日
㈰

【
児
童
自
立
支
援
専
門
員
】

■
採
用
予
定
者
数　
３
名

■
受
付
期
間　
８
月
21
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
20
日
㈰

【
無
線
技
術
士
】

■
採
用
予
定
者
数　
１
名

■
受
付
期
間　
８
月
21
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
９
月
20
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
２
２
）

■
採
用
職
種

　
消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
採
用
予
定
人
員　
６
名
程
度

■
採
用
年
月
日

　
令
和
３
年
４
月
１
日
（
予
定
）

■
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
で
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な

い
こ
と
な
ど
。
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
し
、
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
。

■
第
１
次
試
験

【
前
期
】
８
月
９
日
㈰

※

前
期
に
つ
い
て
は
高
校
卒
業
見
込
者

は
受
験
不
可
で
す

【
後
期
】
９
月
20
日
㈰

■
試
験
会
場　
消
防
本
部
会
議
室
（
日
田

市
大
字
渡
里
１
１
１
番
地
１
）

■
申
込
受
付
期
間

【
前
期
】
６
月
17
日
㈬
〜
７
月
７
日
㈫

【
後
期
】
８
月
３
日
㈪
〜
８
月
18
日
㈫

■
そ
の
他　
試
験
案
内
及
び
試
験
申
込
書

は
、
日
田
消
防
署
・
玖
珠
消
防
署
・
玖

珠
町
役
場
・
九
重
町
役
場
・
日
田
市
役

所
で
配
布

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合　
消
防
本
部

総
務
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
）

■
講
習
区
分

・
Ａ
区
分
（
給
油
取
扱
所
に
従
事
し
て
い

る
危
険
物
取
扱
者
）

・
Ｃ
区
分
（
Ａ
区
分
を
除
く
施
設
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
）

■
講
習
日

・
Ａ
区
分　
８
月
26
日
㈬

・
Ｃ
区
分　
９
月
17
日
㈭

※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
ま
で

■
講
習
会
場　
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

■
受
講
料　
４
，
７
０
０
円

■
申
込
期
間　

　
７
月
13
日
㈪
か
ら
７
月
21
日
㈫
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防

署
危
険
物
係
（
☎
７
２‐

２
１
４
１
）

■
試
験
日

【
第
一
種
・
第
二
種
】
８
月
８
日
㈯

【
網
・
わ
な
】
８
月
９
日
㈰

■
会　
場　
日
田
総
合
庁
舎
（
日
田
市
）

■
申
請
必
要
書
類　
写
真
１
枚
（
運
転
免

許
証
の
顔
写
真
サ
イ
ズ
）、
医
師
の
診

断
書
（
３
カ
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も

の
。
ま
た
は
銃
砲
の
所
持
許
可
を
現
に

受
け
て
い
る
場
合
は
そ
の
許
可
証
の
写

し
）、
返
信
用
封
筒
１
通
（
切
手
を
添

付
し
、
宛
名
を
記
入
し
た
も
の
）

■
手
数
料　
県
の
政
策
に
よ
り
令
和
２
年

度
は
手
数
料
を
徴
収
い
た
し
ま
せ
ん

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

試
験
・
講
習
会

放
送
大
学
10
月
生
募
集

令
和
２
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選
考

狩
猟
免
許
試
験
（
第
１
回
目
）

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
職
員

採
用
試
験

▲えんむす部
　HP

▲大分県HP

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
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【
わ
な
猟
】

■
講
習
日　
７
月
12
日
（
大
分
市
）、
８

月
１
日
（
杵
築
市
）、
８
月
２
日
（
日

田
市
）、
８
月
22
日
（
佐
伯
市
）、
８
月

23
日
（
宇
佐
市
）、
８
月
29
日
（
豊
後

大
野
市
）、
８
月
30
日
（
大
分
市
）

■
時　
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
】

■
講
習
日　
７
月
18
日
〜
７
月
19
日
（
大

分
市
）、
９
月
26
日
〜
９
月
27
日
（
大

分
市
）

■
講
習
内
容　
法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判

別
、
猟
具
の
取
扱
い
、
実
技

■
受
講
料

【
わ
な
猟
】
８
，
０
０
０
円

【
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
一
種
銃

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
】
各
々
１
２
，
０

０
０
円

【
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及

び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及
び
第
一
種

銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃
猟
】
各
々
２

０
，
０
０
０
円

■
対
象
者　
大
分
県
に
住
所
地
を
有
し
、

後
日
、
大
分
県
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験

を
受
験
す
る
方

■
そ
の
他　
事
前
申
込
必
要
。
試
験
会

場
・
申
込
方
法
・
申
込
期
間
等
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
郡
猟
友
会
事
務
局　
松
尾
健

（
☎
７
６‐

３
１
２
５
）

■
募
集
コ
ー
ス　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
28
日
㈫

■
訓
練
期
間　
９
月
２
日
㈬
〜
令
和
３
年

２
月
26
日
㈮

■
そ
の
他　
７
月
14
日
㈫
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

令
和
２
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

９
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■「新型コロナウイルス感染症に関連した法務大臣メッセージ」
　　新型コロナウイルス感染症に関連して，感染者・濃厚接触者，医療従事者等に対する誤解や偏見に
基づく差別は決してあってはなりません。
　　法務大臣メッセージは，YouTube法務省チャンネル（https://youtu.be/RYS00qCxo-0）をご
覧ください。法務省の人権擁護機関では，新型コロナウイルス感染症に関連する不当な差別，偏見，
いじめ等の被害に遭った方からの人権相談を受け付けています。困った時は，一人で悩まず，私たち
に相談してください。

大分
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（敬称略）

荻 釣 下

中 村 上

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

文大

良宏

かい　　　 ももか

こばやし　　 みつき

５月１日～５月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,249  人
4,407  人
  4,842  人
3,919 　 

14
2
12
3

有　吉　保　信

梅　木　スミヱ

小　田　昭　光

酒　井　ヤチヱ

佐　藤　公　哉

帶　刀　ヒロ子

田　中　ヤス子

日　野　聖　平

松　木　昭二郎

中 村 下 一

後 河 内

串 野 下

後 辻

相 狭 間

中 巣

須 久 保

小 久 保

田 尻

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

1

5

1

2

0

8

3

2

2

0

7

13

16

43

29

101

16

18

45

29

108

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・5月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

甲斐　百華

小林　晄綺

「大雨による災害への備え」

女

男

81

93

77

92

86

72

84

88

93

家のまわりを飛ぶ蛍を見ながら夜風にあ
たったり、庭のユキノシタに花が咲いたの
を眺めてみたりと、今年は例年よりも季節
を感じながら過ごしています。そしてステ
イホーム中の部屋の大掃除も終わり、次は
何をしよう？と考え、最近タイ語の勉強を
始めました。日本語でいうところのひらが
なを書けるようになったものの、覚えては
忘れての繰り返し…。ひらがなを勉強して
いる姪の隣で四苦八苦していますが、新し
いことにチャレンジする楽しさを感じなが
らコツコツ続けていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　 Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

６月

７月

21日

28日

5日

12日

19日

23日

24日

26日

72-2466

73-2030

72-2143

72-1127

72-7100

78-8811

76-2711

72-6101

　森　

北山田

春日町

塚 脇

山 田

町 田

恵 良

塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-7736

72-5983

0973-22-3305

0973-24-5700

0973-52-3553

72-3838

0973-22-3303

0973-22-2317

日田市

玖珠町

日田市

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市
★都合で変更する場合があります。

荒 木 医 院

北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院

玖 珠 記 念 病 院

麻生消化器科内科

友 成（町 田）医 院

井 上 医 院

三池循環器内科クリニック

はたの歯科医院

井上第２歯科医院

井 上 歯 科 医 院

伊 藤 歯 科 医 院

北 山 歯 科 医 院

たしろ歯科医院

村 山 歯 科 医 院

高 木 歯 科 医 院

2020 年６月・７月休日当番医
● 

歯
科
医

６月

７月

21日

28日

5日

12日

19日

23日

24日

26日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

　梅雨の時期になり、長い間雨が降り続けると、伐採等で保水力の
弱まった山間部や急傾斜地では地盤が緩み、土砂崩れなどが発生す
る危険があります。さらに、短時間で急激な降雨が重なると、洪水
などの災害が起こりやすくなります。
　そこで、日頃から水害による被害を最小限にとどめるため、万が
一に備えしっかり準備しておきましょう。
　
《ポイント》
　○自宅の周りの危険箇所を把握しておく。
　○避難経路、避難場所の確認。
　○ラジオ・懐中電灯・非常食の準備。
　○家族、知り合いの連絡先の確認。
　　
　また、近くの山から小石などが転がってきたり、木が裂ける様な
音を聞いたときには、すぐにその場から避難しましょう。土砂崩れ
や地すべりが起こる前触れです。
　雨が続き避難勧告や避難指示が出されたときは速やかに避難して
下さい。
　勧告や指示が出なくても周囲に危険を感じたらすぐに避難する事
が大切です。自分の身はしっかり守りましょう。

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）
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読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　

ご
飯
に
入
れ
る
と
何
故
か
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
輝
き
ま
す
ね
。
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
が
威
張
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
言
っ
て
ま
す
が
、
威
張
っ
て
い
る
の
は
美

味
し
く
混
ぜ
ご
飯
を
お
作
り
に
な
っ
た
勝
子
さ
ん
ご
自
身
か
も
？

威
張
り
を
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
や
混
ぜ
御
飯

原
田　

勝
子

　
時
雨
は
さ
だ
め
な
く
断
続
し
て
降
る
冬
の
雨
だ
が
春
に
も
あ
る
。
少
子
高
齢

化
で
お
店
を
た
た
ん
だ
自
転
車
屋
さ
ん
。
残
さ
れ
た
看
板
が
春
先
の
時
雨
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

春
し
ぐ
れ
看
板
残
る
自
転
車
屋

髙
倉　

直
人

　
今
は
低
金
利
の
時
代
。
利
息
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
。
元
金
は
し
っ
か
り
手
に
し

て
い
る
の
に
心
は
さ
み
だ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
季
語
の
「
五
月
雨
」
は
稲
に

と
っ
て
大
切
な
雨
。
下
五
の
「
さ
み
だ
る
る
」
の
季
語
が
微
妙
な
働
き
を
。

積
立
の
利
息
一
円
さ
み
だ
る
る

永
松
左
世
美

　
　
　
　
　
　
「
著
作
権
と
俳
句
作
品
」
気
に
な
る
主
題
で
あ
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
添
削
さ
れ
た
俳
句

は
先
生
の
作
品
か
生
徒
の
作
品
か
」
ま
す
ま
す
気
に
な
る
テ
ー
マ
だ
。
こ
れ
は
現
代
俳
句
協
会
大
分
県
吟
行

俳
句
大
会
で
足
立
攝
先
生
の
講
演
主
題
。
俳
句
を
は
じ
め
る
と
い
つ
か
ど
こ
か
で
疑
問
を
感
じ
る
こ
の
問
題

を
取
り
上
げ
ら
れ
て
の
講
演
内
容
。
詳
し
く
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
師
の
結
論
は
「
選
者
の
添

削
は
著
作
権
法
に
違
反
し
な
い
」「
俳
句
は
添
削
さ
れ
て
も
著
作
権
は
不
動
」「
そ
の
俳
句
は
本
人
の
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
句
、
添
削
句
と
も
に
生
徒
の
も
の
、
好
き
な
方
を
自
分
の
句
と
し
て
発

表
し
て
も
う
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
▽
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
迷
っ
た
ら
大
い
に
添
削
を
ご
希
望
く

だ
さ
い
。
▽
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
。
句
会
は
遠
慮
し
て
、
す
ご
も
り
俳
句
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
ご
希
望
の
方
は
足
立
先
生
の
講
演
内
容
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ご
一
報
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

　
梅
雨
晴
間
に
姿
を
現
し
た
蛙
。
じ
っ
と
見
て
い
た
ら
悟
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
で
き

た
一
句
。

（
選
者
・
評
）

７月号の締め切りは、6月26日（必着）でお願いいたします。その後は、選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直接
送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
田
植
は
用
水
の
無
駄
を
省
く

た
め
、
集
落
ご
と
に
い
っ
せ
い

に
行
う
よ
う
に
な
り
多
く
の
人

手
が
必
要
で
し
た
が
、
今
は
機

械
の
導
入
で
人
手
は
解
消
。
で

も
補
植
な
ど
の
終
い
は
人
の
手

が
必
要
で
す
。

　
最
後
の
仕
上
げ
を
し
て
畦
か

ら
眺
め
て
い
る
映
像
を
う
ま
く

切
り
取
り
ま
し
た
。
﹁
後
ろ
手
﹂

の
フ
レ
ー
ズ
が
、
ひ
と
切
り
つ

い
た
農
家
の
安
堵
感
を
表
し
て

い
ま
す
。

後
ろ
手
の
田
植
え
終
い
の
夫
婦
か
な
　 

吉
光
ヨ
ウ
子

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句 

そ
の
③
　「
見
ど
こ
ろ
」

梅
雨
晴
や
悟
っ
た
顔
の
青
蛙

青
蛙
悟
り
し
貌
の
雨
あ
が
り

歳 時 記

原
　
句

添
削
例

さ
み
だ
れ

俳
句
の
基
本
　
一
句
一
季
語
　
季
語
の
説
明
や
種
あ
か
し
は
避
け
る
こ
と

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
季
語
の
重
な
り
は
絶
対
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
焦
点
が

ぼ
や
け
そ
う
で
す
ね
。「
見
ど
こ
ろ
」
と
い
う
の
は
、
一
句
の
見
せ
場
、
一
句
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
絞
る
と
句
は
ぐ
っ
と
鮮
明
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
一
事
一
句
」
と
も
言
い
ま
す
。

紫
陽
花
は
終
息
宣
言
待
っ
て
咲
く

ひ
め
ゆ
り
や
昭
和
を
生
き
し
共
白
髪

雲
白
く
青
葉
に
染
ま
る
三
俣
山 

矢
車
草
く
る
り
回
れ
ば
明
厳
寺

静
け
さ
や
オ
ッ
ト
ン
タ
ケ
シ
ョ
に
早
苗
揺
れ

ぜ
ん
ま
い
や
老
い
て
も
欲
の
深
し
こ
と

蛙
ら
の
天
下
と
な
り
し
田
ん
ぼ
か
な

立
夏
か
な
厨
に
斜
め
の
朝
陽
入
る

み
じ
か
よ
や
よ
き
こ
と
あ
し
き
こ
と
お
も
ふ

つ
り
革
に
そ
れ
ぞ
れ
の
父
街
薄
暑

更
衣
女
に
残
る
力
瘤

亡
き
母
の
補
聴
器
手
入
れ
聖
五
月

棟
梁
の
指
の
太
さ
や
蓬
餅

母
の
日
の
種
ま
く
妻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

若
葉
風
胸
青
む
ま
で
深
呼
吸

鉄
線
花
ま
る
で
貴
婦
人
様
の
よ
う

豆
ご
飯
選
ば
れ
し
実
や
野
の
匂
い

則　

子

豊　

國

律　

子

八
千
子

泉　

渓

桐　

友

香　

澄

好　

美

い
づ
み

重　

吉

文　

雄

一 　

主

   　

良　

子

ヤ
ス
コ

ム
ツ
子

純　

子

チ
ズ
子

　
写
生
力
を
感
じ
る
句
で
す
が
、
ま
ず
は
「
梅
雨
晴
」
と
「
青
蛙
」
の
季
語
の
重
な
り
、

そ
し
て
、
こ
の
句
で
一
番
強
調
し
た
い
の
は
梅
雨
晴
間
で
は
な
く
悟
っ
た
蛙
君
の
姿
、
そ

こ
を
強
調
す
る
に
は
、
や
は
り
上
五
に
青
蛙
を
お
い
て
、「
や
」
で
切
れ
を
入
れ
ず
蛙
の

表
情
を
強
調
す
る
句
に
す
る
方
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

佳
作
　
十
七
席

佳
作
　
十
七
席

し
ぐ
れ

い 

は

こ
ろ
も
が
え

こ
ぶ

て
つ
せ
ん
か

よ
も
ぎ
も
ち か

お

田
植
田
植




